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農
都
共
生
に
よ
る
地
域
再
生

レ
ジ
ャ
ー
や
休
暇
で
、
都
会
の
人
た

ち
が
農
村
地
帯
で
お
金
を
使
う
こ
と
は
大

き
な
経
済
効
果
に
繋
が
る
。
疲
弊
す
る
地

方
に
経
済
が
循
環
す
る
仕
組
み
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム（
農
村

地
帯
で
過
ご
す
休
暇
）
な
ど
農
都
共
生
の

活
動
を
す
す
め
た
い
。「
経
済
の
循
環
」
と

同
時
に
、「
情
報
の
循
環
」、「
人
材
の
循
環
」

が
起
こ
り
、
農
村
・
都
市
の
双
方
に
活
力

を
も
た
ら
し
、
地
方
創
生
や
地
域
の
持
続

可
能
性
に
大
き
な
力
と
な
る
筈
だ
。

農
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

地
域
に
新
た
な
雇
用
を

従
来
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
し

て
考
え
ら
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
農
家
民

宿
・
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
・
農
業
体
験
・
農

産
直
売
所
な
ど
を
、
地
域
の
課
題
解
決
に

役
立
つ「
農
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
」

と
し
て
捉
え
直
し
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

農
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
と
は
、
地

域
資
源
、
人
材
、
ノ
ウ
ハ
ウ
、
施
設
や
資

金
を
い
か
し
な
が
ら
地
域
課
題
の
解
決
に

ビ
ジ
ネ
ス
の
手
法
で
取
り
組
む
も
の
で
あ

り
、
地
域
に
新
た
な
雇
用
を
作
り
出
し
、

働
き
が
い
や
生
き
が
い
を
生
み
出
し
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

も
の
で
あ
る
。
ア
グ
リ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ

ジ
ネ
ス
と
表
現
す
る
人
も
い
る
。
グ
リ
ー

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
と
、
観
光
面
が
強

調
さ
れ
、
農
村
側
が
都
会
に
提
供
す
る
も

の
と
い
う
印
象
を
持
つ
人
も
多
い
が
、「
農

村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
」
と
し
て
捉

え
る
こ
と
で
、
よ
り
社
会
的
意
義
が
感
じ

ら
れ
、
地
域
に
密
着
し
た
も
の
に
な
る
と

思
う
。

農
業
・
農
村
に
あ
る
地
域
の
資
源
と

言
っ
て
、
み
な
さ
ん
が
思
い
浮
か
べ
る
も

の
は
何
だ
ろ
う
か
。
農
地
、
森
林
、
川
、

湖
、
動
植
物
な
ど
の
自
然
、
農
畜
産
物
、

農
都
共
生
の
大
切
さ

少
子
高
齢
・
人
口
減
少
の
成
熟
社
会

を
迎
え
、
新
し
い
地
域
づ
く
り
の
在
り
方

が
問
わ
れ
て
い
る
。
急
激
な
都
市
化
や
工

業
化
、縦
割
り
行
政
の
影
響
な
ど
も
あ
り
、

農
村
と
都
市
の
地
域
政
策
を
個
別
に
考
え

る
こ
と
が
多
か
っ
た
日
本
だ
が
、
地
域
再

生
の
た
め
に
は
、
農
村
と
都
市
を
ト
ー
タ

ル
に
捉
え
る「
農
都
共
生
＝
農
村
と
都
市
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特
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教
授

の
共
生
」
が
大
切
と
考
え
て
い
る
。
都
会

の
人
が
、
農
家
民
宿
・
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
・

農
業
体
験
な
ど
で
、
農
業
・
農
村
の
持
つ

癒
し
な
ど
の
多
面
的
機
能
を
楽
し
み
、
農

家
が
都
会
で
直
売
所
を
運
営
す
る
な
ど
の

活
動
を
通
し
て
、
交
流
や
連
携
を
重
ね
、

農
村
と
都
市
の
相
互
理
解
を
深
め
て
い
く

こ
と
が
、
農
都
共
生
の
推
進
に
繋
が
り
、

農
村
と
都
市
双
方
の
地
域
づ
く
り
に
力
を

発
揮
す
る
。

農村と都市の共生

農家

グリーンツーリズム

都市住民

「人材の循環」
相互理解・交流・連携
農家消費者直接交流

「情報の循環」
食文化・農村文化
ライフスタイル

「経済の循環」
農家の直接販売
農村滞在

図1　農都共生とは

都
市
住
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
変

化
し
、「
物
の
豊
か
さ
」
よ
り「
心
の
豊
か

さ
」
を
重
視
す
る
人
や
、
レ
ジ
ャ
ー
・
余

暇
に
生
活
の
力
点
を
置
く
人
が
増
え
、
農

業
・
農
村
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。

今
こ
そ
、
農
都
共
生
を
推
進
す
る
絶
好
の

チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。
都
市
側
に
は
、
楽
し

み
や
心
の
豊
か
さ
な
ど
の
恩
恵
が
あ
り
、

農
村
側
に
は
、
い
き
が
い
や
副
収
入
を
も

た
ら
す
な
ど
、
双
方
へ
の
効
果
が
あ
る
。
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農
村
景
観
や
農
村
文
化
、
そ
し
て
農
林
漁

業
者
や
職
人
な
ど
の
人
材
―
農
山
村
に

は
、
な
ん
と
た
く
さ
ん
の
資
源
が
あ
る
の

だ
ろ
う
か
。
ま
さ
に
宝
の
山
で
あ
る
。
す

が
す
が
し
い
空
気
や
美
し
い
星
空
な
ど
、

地
元
に
住
ん
で
い
る
人
に
は
、
当
た
り
前

に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
だ

ろ
う
。

こ
れ
ら
の
地
域
の
宝
を
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で
、
多
種
多
様
な
農
村
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
が
生
ま
れ
る
。
農
産
直
売

所
、
ジ
ャ
ム
や
漬
物
な
ど
の
農
産
加
工
品

の
製
造
・
販
売
、農
家
民
宿
、農
村
カ
フ
ェ
、

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
、
農
業
体
験
や
チ
ー
ズ

な
ど
の
加
工
体
験
、
森
林
資
源
を
い
か
し

た
マ
キ
や
木
質
ペ
レ
ッ
ト
の
販
売
―
実

に
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
が
考
え
ら
れ
る
。
都

市
側
の
ニ
ー
ズ
と
い
う
視
点
も
忘
れ
ず

に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
出
す

る
こ
と
が
大
切
だ
。

売
を
行
っ
て
い
る
。
製
造
に
あ
た
っ
て
い

る
の
は
、
料
理
上
手
な
農
家
の
お
ば
あ
さ

ん
た
ち
。
地
産
地
消
の
食
ビ
ジ
ネ
ス
と
同

時
に
、
高
齢
者
福
祉
・
健
康
増
進
・
生
き

が
い
対
策
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
課

題
を
解
決
す
る
J
A
版
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ

ジ
ネ
ス
で
あ
る
。
こ
ん
な
ジ
ャ
ン
ビ
ニ
が

全
国
各
地
に
誕
生
し
た
ら
、
ど
ん
な
に
楽

し
い
だ
ろ
う
。

農
都
共
生
の
先
進
地

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
農
村
政
策

日
本
の
農
政
は
長
い
間
、
農
業
政
策
中

心
だ
っ
た
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
農
村
政
策

の
成
功
を
見
る
に
つ
け
、
農
業
・
農
村
の

多
面
的
機
能
を
活
用
し
た
農
村
政
策
の
重

要
性
を
感
じ
て
い
る
。
農
村
政
策
の
一
環

と
し
て
、
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
や
直
売
所
な

ど
の
農
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
に
も

力
を
入
れ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
視
察

農
村
に
お
け
る「
女
性
の
力
」

農
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
裾

野
が
広
い
し
、
可
能
性
も
大
き
い
。
女
性

の
活
躍
も
目
覚
ま
し
く
、
農
業
分
野
の
女

性
起
業
は
、
全
国
各
地
で
約
一
万
件
と
、

こ
の
10
年
間
で
倍
増
し
た
。
ま
た
、
女
性

グ
ル
ー
プ
に
よ
る
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン（
北

海
道
の「
フ
ァ
ー
ム
レ
ス
ト
ラ
ン
あ
ぜ
道

よ
り
道
」な
ど
）、食
品
加
工
グ
ル
ー
プ（
長

野
県「
小
川
の
庄
」
の
お
や
き
な
ど
）
の

活
動
も
目
立
っ
て
い
る
。

こ
ん
な
例
も
あ
る
。
J
A
秋
田
や
ま

も
と
が
2
0
0
7
年
に
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た

「
J
A
ン
ビ
ニ（
ジ
ャ
ン
ビ
ニ
）a
n
n
.

a
n
」
は
、
J
A
と
し
て
全
国
で
初
め
て

の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
。
店
舗
運
営

ス
タ
ッ
フ
の
全
員
が
組
合
の
女
性
部
員
。

「
地
域
密
着
」
と「
食
の
安
全
」
を
掲
げ
、

弁
当
や
総
菜
、
米
粉
パ
ン
な
ど
の
製
造
販

制
度
な
ど
、
都
市
住
民
が
度
々
農
村
を
訪

問
し
た
く
な
る
仕
組
み
が
あ
る
。
言
い
換

え
れ
ば
、
農
村
で
の
消
費
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

拡
大
す
る
仕
掛
け
が
整
っ
て
い
る
。

地
方
自
然
公
園
は
、
1
9
6
7
年
、

D
A
T
A
R（
フ
ラ
ン
ス
産
業
開
発
局
・

フ
ラ
ン
ス
の
縦
割
り
省
庁
の
中
で
唯
一
枠

を
越
え
て
、
各
省
庁
の
調
整
を
行
う
権
限

の
あ
る
政
府
機
関
）
が
農
村
地
帯
を
活
性

化
す
る
た
め
に
作
っ
た
も
の
。
当
時
の
フ

ラ
ン
ス
は
、
農
村
部
か
ら
の
人
口
流
出
が

増
加
し
、
農
業
の
衰
退
が
心
配
さ
れ
て
い

た
。
現
在
、
フ
ラ
ン
ス
全
土
に
46
箇
所
あ

る
地
方
自
然
公
園
は
、
市
町
村
が
国
に
申

請
し
て
作
り
、
各
自
治
体
や
住
民
が
参
加

し
な
け
れ
ば
運
営
で
き
な
い
仕
組
み
で
、

地
方
自
然
公
園
ご
と
に
12
年
計
画
の
目
標

憲
章
の
作
成
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
目
標
は
、
①
文
化
遺
産
の
保
存
②
国

土
整
備
③
持
続
可
能
な
社
会
の
発
展
に
貢

が
並
び
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
毎
日
の
食
生
活

に
欠
か
せ
な
い
存
在
だ
。
朝
か
ら
昼
過
ぎ

ま
で
の
マ
ル
シ
ェ
が
多
い
が
、
日
中
買
い

物
に
行
け
な
い
若
い
世
代
に
向
け
、
駅
前

で
の
夕
市
の
試
み
も
始
ま
っ
て
い
る
。
フ

ラ
ン
ス
政
府
も
、地
産
地
消
を
進
め
る「
シ

ョ
ー
ト
サ
プ
ラ
イ
ル
ー
ト
」
を
振
興
す
べ

き
流
通
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
。　

農
都
共
生
推
進
の
た
め
に
は
国
の
施

策
も
不
可
欠
と
、
つ
く
づ
く
思
う
。
フ
ラ

ン
ス
で
は
、
国
民
が
長
い
有
給
休
暇
を
取

れ
る「
バ
カ
ン
ス
法
」
が
あ
る
ほ
か
、
農

村
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
作
ら
れ
た
地

方
自
然
公
園（
持
続
可
能
な
農
村
振
興
の

た
め
の
農
業
公
園
）
や
、
お
い
し
い
食
べ

物
と
そ
れ
を
生
産
す
る
美
し
い
景
観
を
持

つ
場
所
を
選
び
、
多
く
の
人
に
足
を
運
ん

で
も
ら
う
た
め
の
S
R
G
制
度（
味
の
景

勝
地
）、
ワ
イ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
す

る
た
め
の「
ワ
イ
ン
産
地
と
発
見
」
認
定

で
訪
れ
た
農
都
共
生
の
先
進
地
、
フ
ラ
ン

ス
、
イ
タ
リ
ア
の
例
を
紹
介
し
よ
う
。

フ
ラ
ン
ス
の
農
都
共
生
の
仕
掛
け

パ
リ
の
中
心
部
、
凱
旋
門
の
近
く
に
も

マ
ル
シ
ェ
が
立
つ
ほ
ど
、
マ
ル
シ
ェ
好
き

の
フ
ラ
ン
ス
人
。
野
菜
、
果
物
、
肉
、
魚
、

チ
ー
ズ
、
パ
ン
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
食
品フランスの農村風景。バカンスなどで多くの国民が訪れる。
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市
部
も
か
な
り
負
担
し
て
い
る
が
、
都
市

住
民
が
保
養
す
る
場
所
な
の
だ
か
ら
当

然
、
と
考
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

地
方
の
町
が
元
気
な
イ
タ
リ
ア

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
大
の
公
設
市
場
、
イ

タ
リ
ア
の
ト
リ
ノ
公
設
市
場
は
多
く
の
客

で
、
活
気
と
熱
気
に
あ
ふ
れ
て
い
た
。
青

空
市
の
店
と
、
1
9
1
6
年
に
作
ら
れ
た

大
き
な
鉄
製
の
建
物
内
の
店
が
並
ぶ
。
ト

リ
ノ
市
が
設
け
た「
地
元
の
農
家
」
コ
ー

ナ
ー
に
は
、
地
物
の
珍
し
い
野
菜
や
チ
ー

ズ
が
い
ろ
い
ろ
。
最
近
は
、
小
学
生
の
社

会
見
学
も
増
え
、
ト
リ
ノ
を
中
心
に
し
た

地
産
地
消
を
示
す
大
き
な
地
図
が
飾
ら
れ

て
い
る
。「
地
元
の
農
家
」
代
表
の
ジ
ョ
バ

ン
ニ
さ
ん
は
、「
地
元
の
子
供
た
ち
が
来
る

の
は
、
と
て
も
う
れ
し
い
ね
」
と
、
陽
気

に
語
っ
て
い
た
。
イ
タ
リ
ア
で
も
、
流
通

短
縮
、
フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー
ジ
ゼ
ロ
な
ど
の

視
点
か
ら
、
新
設
の
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー

ケ
ッ
ト
が
増
加
。
買
い
物
を
し
な
が
ら
農

家
と
客
が
情
報
交
換
を
し
、
子
供
た
ち
が

学
ぶ
―
市
場
は
、
農
都
共
生
の
格
好
の

交
流
の
場
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
た
。

ま
た
、
イ
タ
リ
ア
で
は
、
教
育
農
場
の

活
動
も
盛
ん
だ
。
ア
グ
リ
ツ
ー
リ
ズ
モ
と

呼
ば
れ
る
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
や
農
家
民
宿

を
経
営
し
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
農
業
体

験
を
実
施
し
、
学
校
単
位
、
家
族
単
位
で

受
け
入
れ
て
い
る
。
子
供
た
ち
が
、
目
を

輝
か
し
な
が
ら
、
ブ
ド
ウ
摘
み
な
ど
の
農

場
体
験
を
楽
し
み
、
学
ん
で
い
る
姿
が
印

象
的
だ
。
学
校
事
業
で
は
、
州
が
財
政
的

に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。

イ
タ
リ
ア
の
農
村
地
帯
を
回
っ
た
が
、

と
て
も
美
し
く
、
そ
し
て
元
気
な
印
象
だ

っ
た
。
か
つ
て
寂
れ
て
い
た
農
村
地
帯

が
、
伝
統
的
な
食
文
化
と
、
ワ
イ
ン
や
オ

リ
ー
ブ
の
美
し
い
風
景
を
い
か
し
た
ア
グ

た
。
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
協
会
本
部
の
レ
ス
ト

ラ
ン
は
、
満
員
の
盛
況
ぶ
り
だ
っ
た
。

ワ
イ
ン
産
地
キ
ャ
ン
テ
ィ
地
方
に
あ

る「
ダ
リ
オ
・
チ
ェ
ッ
キ
ー
ニ
肉
店
」は
、

名
物
店
主
ダ
リ
オ
さ
ん
が
経
営
す
る
肉
屋

と
レ
ス
ト
ラ
ン
。
銘
柄
牛「
キ
ア
ナ
牛
」

の
郷
土
料
理
が
有
名
で
、
世
界
中
か
ら
彼

の
肉
を
食
べ
に
く
る
客
で
超
満
員
の
人
気

で
あ
る
。
都
会
人
の
楽
し
み
と
し
て
、
豊

か
な
食
の
あ
る
農
村
を
訪
れ
る
こ
と
が
暮

ら
し
の
中
に
根
づ
き
、そ
れ
ら
の
行
動
が
、

農
村
に
経
済
効
果
を
も
た
ら
し
、
地
域
の

再
生
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
感
じ
た
。

農
都
共
生
に
よ
る
地
域
再
生
を

日
本
で
も

バ
カ
ン
ス
や
週
末
に
農
村
を
訪
れ
、
美

し
い
田
園
風
景
の
中
で
、
地
元
ワ
イ
ン
と

郷
土
料
理
を
楽
し
み
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た

時
間
を
過
ご
し
て
い
る
光
景
を
、
ヨ
ー
ロ

リ
ツ
ー
リ
ズ
モ
を
中
心
に
し
た
地
域
づ
く

り
で
、
見
事
に
再
生
し
た
の
で
あ
る
。
ア

グ
リ
ツ
ー
リ
ズ
モ
法
を
活
用
し
て
古
い
建

物
を
修
復
し
て
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
や
農
家

民
宿
を
経
営
す
る
農
家
が
増
加
し
て
い
る

と
同
時
に
、
地
域
の
乱
開
発
を
守
る
た
め

に
作
ら
れ
た
ガ
ラ
ッ
ソ
法
と
い
う
景
観
法

の
効
果
も
大
き
い
。
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
が

続
く
日
本
の
疲
弊
し
た
地
方
と
は
雲
泥
の

差
で
あ
る
。

例
え
ば
、
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
協
会（
地
域

そ
れ
ぞ
れ
の
食
材
や
食
文
化
を
大
切
に
す

る
運
動
）
の
本
部
が
あ
る
ブ
ラ
は
、
人
口

3
万
人
の
地
方
都
市
。
中
心
部
は
、
徒
歩

で
回
れ
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
規
模
で
、
住
民

の
多
く
が
何
世
代
に
も
わ
た
っ
て
住
ん
で

い
る
。
1
9
9
7
年
か
ら
、
町
と
ス
ロ
ー

フ
ー
ド
協
会
が
共
同
で
、
隔
年
9
月
に
チ

ー
ズ
の
祭
典
を
開
催
し
、
世
界
中
か
ら
グ

ル
メ
が
訪
れ
る「
チ
ー
ズ
の
都
」
に
な
っ

ッ
パ
各
地
で
見
か
け
た
。
暮
し
の
一
部
と

し
て
農
都
共
生
生
活
を
楽
し
ん
で
い
る
と

も
言
え
る
。
時
間
を
か
け
て
高
齢
社
会
に

な
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ら
で
は
の
、
暮
ら
し

を
楽
し
む
時
間
消
費
型
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
奥
の
深
さ
も
あ
る
の
だ
ろ
う
。
成
熟
社
会

を
迎
え
た
日
本
で
も
、
農
都
共
生
に
よ
る
地

域
再
生
の
実
現
を
切
望
し
て
い
る
。
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札幌生まれ。北海道大学卒業後、札
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現在は、慶應義塾大学大学院システ
ムデザイン・マネジメント研究科特任
教授。北海道大学大学院農学研究
院客員教授。著書に『農業・農村で幸
せになろうよ』( 安曇出版 )など多数。

イタリアのトリノ公設市場にて、「地元の農家」代表のジョバンニさん。トリノを中
心にした地産地消を示す大きな地図が飾られている。

献
④
情
報
提
供（
公
園
案
内
や
農
家
民
宿
・

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
の
紹
介
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

作
成
な
ど
）
⑤
持
続
可
能
な
発
展
の
た
め

の
方
法
の
研
究
、
の
５
つ
で
あ
る
。
予
算

は
、
E
U
、
州
、
県
、
各
自
治
体
で
、
都


